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中間考査も終わりました。 

 連日の熱中症警戒アラートが続いた８月から、急に涼しくなり、時には肌寒さす

ら感じる９月です。極端な気候の変化にとまどうだけでなく、９月はたびたび祝日

が入ることで、土日以外の休みの日も多くなり生活リズムが崩れたことで欠席が増

えている様子の生徒もいるようでした。寒暖差の変化には適切に服を着脱すること

で、対応し、日々の生活リズムを崩さないよう生活していきましょう。 

 そして、９月２５日（木）９月２６日（金）の二日間にわたる中間考査も終わり、

３年生の大きなテストも残すは２回の２期末考査のみです。特に２学期の期末考査は高校の推薦入試でも活用さ

れます。今回のテストの結果では、思うようにいかなかった教科もあったかもしれませんが、そのことに落ち込

みすぎず、次回の期末考査に向けての反省材料としていかしていきましょう。 
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聴力検査を行いました 

 ９月２６日（金）専門家の先生をお呼びして純音聴力検査を行いました。２月に行ってか

ら、約半年ほど後での検査でした。検査日当日は中間考査の最終日ということもあり、部活

動もなく、静かな環境での検査を実施することができました。幸い生徒の聴力に急激な聴力

の低下などはありませんでした。 

 生徒は、聴力検査の後に先生からも検査内容のフィードバックを受け、今後の生活につい

て、また苦手な教科の勉強法などについて生徒が先生に質問することもありました。 

 作成したオージオグラムは生徒に説明を行った後に、専門家の先生からいただいた内容

を書いたメモとともに生徒に渡します。ご家庭でも内容をご確認ください。 

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 

自立活動「学習発表会での展示物について」 

 今年度の難聴学級では、学習発表会で展示物発表を行います。A１サイズ

の用紙に１枚の展示を計画しています。その展示物について、校内通級生

徒二人でどんな内容にするとことで展示の目的を達成できるかを念頭に置

いて話し合いを行いました。目的は２つあり「生徒や保護者の方に難聴学

級のことを知ってもらう」「見て興味ひく展示にする」の２つです。 

話し合いの中でＮくんからは「学習発表会の展示物について生徒は感想

を書くことを求められます。つまらない内容だと、みんな感想を書くのが

苦痛になります。面白いものにしないと。」と責任感のある発言がありま

した。興味をひく内容にするための話し合いの中でIさんからは「難聴学

級の先輩についての話を書くのはどうだろうか。私達だけでなく、先輩と

同じだった部活の後輩たちは先輩たちのことを知っている。だから知って

いる人の少ない先輩の一面を紹介しても面白いかもしれない。」という発言もありました。 

話し合いの末、展示物は「難聴学級生徒一人一人の聞こえにくさをグラフにして、それぞれのプロフィールと

聞こえにくさについての感覚を記入する」というものになりました。学習発表会までの時間は決してそこまで長

くはありません。難聴学級担任も協力していくので、時間を見つけて少しずつ進めて展示物を完成させましょう。 


